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 詩篇 23 篇 1 節は、聖書の中では有名な

みことばであり、心に留めている方も多い

聖句です。ここで「主」とは神様を指して

いて、神様を羊飼いになぞらえています。

この詩はダビデという王様が作ったもので

すが、彼自身は王になる前は羊飼いをして

いたこともあり、その経験を踏まえて作っ

たと考えられます。ただ、聖書の中で神様

が羊飼いにたとえられることは、これが初

めてではありません。古くは創世記が書か

れた時代、ダビデの約 1000 年も前から用

いられているモチーフです。神様を羊飼い、

私たち人間を羊にたとえるのは、牧畜が盛

んであったこの時代には分かりやすかった

のだと思います。ダビデは、「主は私の羊飼

い」と歌ったわけですが、これが意味して

いるのは、主が私の所有者であり、管理者

であるということです。羊飼いの経験があ

る牧師は次のようにある本の中で言ってい

ます。「彼（ダビデ）は直接の経験から、個々

の羊の一生がどうなるかは所有者がどんな

タイプの人であるかにかかっているという

ことを知っていたのである。ある人々はや

さしく、親切で、知性があり、勇敢で、没

我的で、彼らの持つ動物のために心を尽す。

ある人の下では、羊は苦闘し、飢え、限り

ない苦しみを受ける。また、ほかの人の世

話を受けると羊は栄え、安心して成長す

る。」このことから分かるのは、誰が羊飼い

であるのかが羊にとっては非常に重要だと

いうことです。羊のためにいのちをかけて

守ろうとする羊飼いなのか、羊を愛するこ

となく、適当なものだけを与え、獣が来た

ら羊をおいて逃げてしまうのか、羊にとっ

ては命に関わる問題です。その点で、誰が

羊飼いであるのかは重要であり、私たち人

間に置きかえる時に、誰が人生の導き手で

あるのかは生死に関わる問題と言えます。 

あなたの人生の導き手は誰でしょうか。

誰にも頼らずに自分一人で生きているでし
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ょうか。それとも、占いなどにたよって歩

むべき道を決めているでしょうか。ダビデ

は「主は私の羊飼い」と言います。そして

「私は乏しいことがありません」と続けま

す。これも素晴らしい告白です。主が私の

羊飼いであるならば、自分には乏しいこと

がない、と。それは、羊飼いが適切な管理

をし、配慮をしてくれるからです。主の羊

飼いとしての働きに満足しているとも言え

ます。ダビデは自分の前の王様から命を狙

われたり、自分の息子に謀反を起こされた

りと、決して楽なことばかりではありませ

んでした。そういう意味で、この「乏しい

ことがありません」というのは、物質的な

こと以上の満足を言っていると言えます。

神様に導かれる人生は、必ずしも物質的に

豊かになるわけではないのですが、言いよ

うのない満足を得ることができます。大切

なことなので繰り返しますが、羊の命が羊

飼いにかかっているように、私たちも誰が

人生の導き手なのかによって、人生のゴー

ルが変わります。イエス・キリストは言い

ました。「わたしは良い牧者です。良い牧者

は羊たちのためにいのちを捨てます。」（ヨ

ハネ 10:38）聖書は、主が羊飼いであり、

イエス・キリストが良い羊飼いとして私た

ちを導いてくださると教えます。また、イ

エス様は私たちのために実際にいのちを捨

てて十字架にかかって下さいました。私た

ちが滅びることがないように、自分のいの

ちを捨ててそれを阻止しようとしてくださ

いました。このイエス様こそ良い羊飼いで

あり、私たちの人生の導き手としてお迎え

するにふさわしい御方です。ぜひこの御方

を自分の人生の羊飼いとして、導き手とし

て心にお迎えしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（休止中。子育てなどをしている方のための集い） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモ

ルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 
 

◆牧師のコラム 

三度目の緊急事態宣言が発出されました。

昨年のこの時期も緊急事態宣言が出されて

いたことを思い出し、一年経っても状況は

変わっていないことにガッカリすることも

あります。しかし、人生の導き手である主

が、最善へと導いてくださることを信じて

います。主の最善は、私の最善とは違うこ

ともあるのですが、全てを支配しておられ

る方の導きですので、期待してついて行き

ます。「主は私の羊飼い。私は乏しいことが

ありません。」というのは、慰めと励ましに

満ちた言葉と言えます。 


